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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 様々な原因で起る重症急性呼吸不全に対し，酸素療

法，薬物療法，人工呼吸等従来の保存的療法を行なっ

ても症状が進行性で血液ガス分析値が悪化するケース

は少なくない．このような急性呼吸不全に対して長時

間の膜型人工肺くextracorporeal membrane

oxygenation以下ECMO）を用いて，その間に患者自

身の肺の回復に期待する方法が用いられるようになっ

てきているが，生存率は依然として良好とは言えない．

その理由の一つに適応の基準が確立していないことが

挙げられる．

 そこで著者は人工的低換気法による重症と軽症の急

性呼吸不全犬を作成し普通換気のコントロール群と併

せて，呼吸不全状態を観察記，既に教室の里村により

効果の証明されているV－A回路で送血チューブを大

動脈弁直上に置く方法でのECMOを行ない，さらに

終了後の状態を観察しECMOの至適開始時期につい

て検討した．

 実験方法

 まず予備実験として雑種成犬においてroom airで

分時呼吸数10回で1回換気量7～8ml／kgで重症の

低換気状態，1回換気量約10m1／kgで軽症の低換気状

態となることを確認した．

 次に雑種成犬18頭に気管内挿管しroom airにて調

節呼吸を行ない，大腿動脈より送血カニューレを大動

脈弁直上まで挿入，脱血カニェーレを右心房に留置し

た．Kolobow型膜型人工肺を使用し，ヘパリン加同種

新鮮血で充填し，各種モニターを装置後，各々6頭ず

つ次の3群に分け実験を行ない，血行動態，血液ガス，

病理組織所見を検討した．

 第1群（コントロール群）分時呼吸数18回，1回換，

気：量15ml／kgとし1時間観察後， ECMOを1時間行な

い，さらに30分間経過を観察した．

 第2群（軽症の低換気群）分時呼吸数10回，1回換

気量10～11m1／kgとし1時間のECMOを行ない，終

了後普通換気にて30分間経過観察を行なった。

 第3群（著明な低換気群）分時呼吸数10回，1回換

気量7～8m1／kgとし他は第2群と同様の方法で行
なった。

 実験結果および結論

 ECMO開始前の状態は軽症の低換気群で頸動脈血

でPaO2が平均約50mmHgでPaCO2は平均約60
mmHgであり，この状態は血行動態にも安定してお

り，長時間持続が可能であったが，著明な低換気群で

はPaO2約30mmHg・PaCO2約701nmHgで血行動態
的にも不安定で，長時間の生存は不可能であった．

 血行動態の変動を見ると血圧は低換気により，とく

に第3群において著明な上昇を認め，ECMOにより3

群とも著明な低下を認めた．脈圧もほぼ同様の経過を

辿った．心拍数，中心静脈圧は一定の傾向を認めなかっ

た．肺動脈血流量は第3群において低換気状態で著明

な上昇を示し，3群ともECMOにて著明な低下を示
した．

 2）血液ガス分析値では，酸素分圧は，頸動脈血，大
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腿動脈血ともに灌流とともに上昇し，灌流中止後は普

通換気に戻しても低下した．炭酸ガス分圧（PaCO2）

は頸動脈血，大腿動脈血とも第2群と第3群は低換気

状態で上昇しECMOで低下した． Base excessは3群

とも実験開始からECMO終了後まで低下し続けた．

静脈血では，酸素分圧（PvO、）は低換気で第2群，第

3群とも低下しそれは第3群でより著明であったが，

ECMOで上昇し終了後普通換気にも拘わらず低下し

た．炭酸ガス分圧（PvCO2）は低換気で第2群第3群

において上昇，ECMOで第一群で軽度の上昇，第2群

第3群で低下した．

 3）肺の病理所見では3群とも気道末端の拡張と含

気の不均等が認められた他は，出血，浸出，肺胞壁の

消失等の所見は認められなかった．

 4）灌流終了後第3群において普通換気にしたにも

拘わらず2頭が死亡した．

 以上の結果により呼吸不全が著明な場合（PaO2約

30mmHg， PaCO2約70mmHg）でも軽度な場合（PaO2

約50㎜Hg， PaCO2約60㎜Hg）でもECMOによる
血行動態，血液ガスの改善は良好であるが，著しく悪

い換気後の灌流犬では終了後の回復が不良の場合があ

り，呼吸状態が著しく悪い状態になってからのECMO

の開始が好ましくないことが示唆された．

論文審査 の 要 旨

 肺炎その他により著しく呼吸機能の低下している急性呼吸不全の場合，人工肺を用いて肺の回復を

待つ方法が近年行なわれている．しかしその成績は悪く，人工肺開始の時期についての適応が不明

りょうな点に問題がある．

 著者はこの点に着目し，犬を用いて呼吸不全犬を作製し，軽度と過度の呼吸不全犬に人工肺を装着

し，両者を比較検討した．その結果，呼吸不全に対し人工肺使用は有効であるが，著しく悪い呼吸状

態になってから使用すると死亡する例もあるので，好ましくないことを明らかにした．以上によって

本論文は臨床上ならびに学術上価値あるものと認める．
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